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1. 2014年度第2四半期決算概要

1



Copyright 2014 FUJITSU FRONTECH LIMITED

連結経営成績

摘要 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり
当期純利益

2014年度
上期

４８８ ４ ６ ３ １４.３２円

2013年度
上期

４８８ ４ ２ △４ △１６.５０円

前年同期比 ±０ ±０ ＋４ ＋７ +３０.８２円

4月公表値 ４７１ ４ ２ １ ４.１８円

4月公表比 ＋１７ ±０ ＋４ ＋２ +１０.１４円

[億円]
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期中平均為替レート
(1USD=)

2014年度上期 １０３円

2013年度上期 ９９円
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セグメント別売上高・営業利益

摘要
2013年度上期 2014年度上期 前年同期比

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

金融ビジネス １７８ ９ ２１３ ７ ＋３５ △２

流通ビジネス １０９ △８ ８７ △５ △２２ ＋３

産業・公共ビジネス １０８ ３ ９５ ２ △１３ △１

サービスビジネス ８７ ５ ８８ ５ ＋１ ±０

その他 ６ ０ ５ ０ △１ ±０

全社費用 - △５ - △５ - ±０

計 ４８８ ４ ４８８ ４ ±０ ±０

[億円]
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 海外向けメカコンポーネントの増

 手のひら静脈認証システムの増

 前年度 国内店舗ソリューション事業移管による減

 前年度 北米子会社SCOソフトウェア事業再編に伴う減

 海外向けPOSの前年度 大口商談の反動減

 表示システムの大口商談一巡による減

 スマートフォン検証ビジネスの減

 店舗向けATMサービスの増

 流通保守サービスの増

[億円]
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金融ビジネス 213億円 (前年同期比＋35億円, +20%)

流通ビジネス 87億円 (前年同期比△22億円, △20%)

産業・公共ビジネス95億円(前年同期比△13億円, △12%)

サービスビジネス 88億円 (前年同期比＋1億円, ＋1%)
金融ビジネス 流通ビジネス
産業・公共ビジネス サービスビジネス

セグメント別売上高

その他
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地域別売上高

[億円]

 国内は昨年の事業移管および大口需要の一巡などで減収
 海外は還流式ユニットおよび出金機の需要拡大などで中国を中心に増収

昨年の北米子会社の一部事業移管により米州では減収

摘要 2013年度上期 2014年度上期 前年同期比

国内
(店舗ｿﾘｭｰｼｮﾝ)

３５３
(１０)

３３２
(０)

△２１
(△１０)

海外
()内は売上高比率

１３５
(２７.６%)

１５６
(３１.９%)

＋２１
(＋４.３%)

米州
(SCOｿﾌﾄｳｪｱ)

５４
(４)

４９
(０)

△５
(△４)

欧州 ３５ ４２ ＋７
アジア ４１ ６４ ＋２３

[中国] [２４] [４７] [＋２３]

その他 ５ １ △４
計 ４８８ ４８８ ±０
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摘要 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

2014年度
上期 ６５２ ３５８ ５４.６％ １,４８３.５７円

2013年度末 ６５２ ３５５ ５４.１％ １,４７３.３７円

増減額 ±０ ＋３ ＋０.５％ ＋１０.２０円

摘要 営業Ｃ/Ｆ
A

投資Ｃ/Ｆ
B

ﾌﾘｰＣ/Ｆ
A＋B

財務Ｃ/Ｆ
Ｃ

Ｃ/Ｆ
Ａ+Ｂ+Ｃ

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

2014年度
上期

３９ △１６ ２３ △７ １７ ８０

2013年度
上期

３９ △４ ３５ △２３ １３ ３４

増減額 ±０ △１２ △１２ ＋１６ ＋４ ＋４６

[億円]

[億円]

連結財政状態、キャッシュ・フロー
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2. 2014年度通期計画概要
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摘要 売上高 営業利益 経常利益 純利益 1株当たり
純利益

2014年度計画 １,１００ ４９ ４３ ３０ １２５.１５円

2013年度 １,０７９ ４１ ４０ １８ ７４.６０円

増減額 ＋２１ ＋８ ＋３ ＋１２ ＋５０.５５円

[億円]

連結業績予想(前回から変更なし)

期中平均為替レート
(1USD=)

2014年度想定 １００円

2013年度 １００円
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セグメント別売上高

摘要 2013年度 2014年度 増減額

金融ビジネス ４３９ ４８２ ＋４３

流通ビジネス ２１５ １８４ △３１

産業・公共ビジネス ２３６ ２３６ ±０

サービスビジネス １７８ １９２ ＋１４

その他 １１ ６ △５

計 １,０７９ １,１００ ＋２１

[億円]

 金融は海外ビジネスを中心にATM用メカコンポーネントが増加
 流通は昨年、国内外で実施した事業移管により減収
 産業・公共およびサービスは下期にリカバリー
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地域別売上高

[億円]

海外は中国および欧州において還流ユニットを中心に大きく伸長
米州では昨年の北米子会社の事業移管により減収

摘要 2013年度 2014年度 増減額

国内 ８０４ ８００ △４
海外

()内は売上高比率
２７５

(２５.４%)
３００

(２７.３%)
＋２５

(＋１.９%)
米州 １０６ ９６ △１０

欧州 ７０ ８８ ＋１８

アジア ８９ １１４ ＋２５

[中国] [５３] [７９] [＋２６]

その他 １０ ２ △８

計 １,０７９ １,１００ ＋２１
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各セグメントの事業内容(主な製品領域)

金融ビジネス 流通ビジネス 産業・公共ビジネス サービスビジネス

国内

国内
および
海外

海外

ATM

POS端末

RFID

ハンディターミナル トータリゼータ端末

表示装置

フライトインフォメーション
システム

営業店端末

P12参照 P13参照

手のひら
静脈認証

P15詳細

P16詳細

ATM、POSコールセンター

店舗向けATMサービス

LCMサービスメカコンポーネント

P14詳細
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2014年度における各セグメントの施策(1)

＜上期ビジネスの状況＞
海外向けメカコンポーネントビジネスは中国・欧州を中心に好調持続
手のひら静脈認証は国内外の金融機関・官公庁向けを主に好調に推移

＜下期の施策＞
国内向けATMは堅調／営業店端末は商談活発化
海外向けATMは欧州中央銀行の認証を得てスペインを皮切りに本格展開

 金融ビジネス

＜上期ビジネスの状況＞
中国・アジア向け低価格POSおよびスマホ型モバイル新製品「Patio100」をリリース
RFIDは海外リネンタグを中心に好調

＜下期の施策＞
POSの新プラットフォーム／モバイル新製品の開発
損益改善への取組みの継続

 流通ビジネス

セグメント売上高：2013年度実績 439億円、2014年度計画 482億円

セグメント売上高：2013年度実績 215億円、2014年度計画 184億円

Patio100
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2014年度における各セグメントの施策(2)
 産業・公共ビジネス

＜上期ビジネスの状況＞
公営競技場向けのサービス拡大(新型キャッシュレス端末等)
環境配慮型スコアボード「エコボード」販売開始

＜下期の施策＞
トータリゼータ次期機種の開発
大型表示システムの機能拡大による競争力強化(高精細品追加)
病院向け患者案内システム及びエコボードの積極拡販

 サービスビジネス

＜上期ビジネスの状況＞
店舗向けATMサービスを中心に堅調に推移
流通業向けコールセンターが、HDI-Japan認定の「クオリティ格付け」で
最高評価の「三つ星」を獲得(2回連続)

＜下期の施策＞
LCMサービスの専任組織により金融・流通向けビジネスを拡大

セグメント売上高：2013年度実績 236億円、2014年度計画 236億円

セグメント売上高：2013年度実績 178億円、2014年度計画 192億円

環境配慮型スコアボード
(徳之島 天城町球場様)
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(トピックス)グローバル金融ビジネスの状況

14

中国、欧州のメカコンポーネント需要拡大により、
金融ビジネスにおける海外売上比率 52%を達成

(1) メカコンポーネントビジネス
①欧州、中国向けのATM用途を中心に還流機の需要が旺盛

・欧州では特に東欧が好調
・中国では、偽札対策(記番号読取義務化)も契機となりさらなる需要増へ

②今後拡大が期待されるATM以外の用途も積極的に開拓
例）窓口現金機(TCR)、セルフレジ、券売機、納金機、カジノ用精算機

(2) 装置ビジネス
①メカコンポーネントの強みを活かして装置ビジネスの展開を開始

・ATM：欧州で販売開始、商談は活発
・窓口現金機等他の装置も検討中

②将来は、ソリューションの展開も視野に検討中

上期実績 前年同期比
107億円 +33億円 (+45%)

14年度見込 前年比
204億円 +40億円 (+24%)

 2014年度上期実績

 ビジネス状況

 今期年間見通し

ATM Series 100大型紙幣還流ユニット
(G750)

小型紙幣出金ユニット
(F53)
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【導入事例1】センサー内蔵タブレット
ふくおかフィナンシャルグループ様で

2,000台導入。
渉外活動用端末と
して、営業スタイル
変革を実現

(トピックス)手のひら静脈認証ビジネスの状況

15

・セキュリティ意識の高まりとともに生体認証市場は活況
・特に静脈認証は2017年度にかけて年率32%の伸び(TechSci Research社調べ)

- 国内：金融機関・官公庁向け
- 海外：ブラジル、トルコ、中国等の新興国

【導入事例2】自治体 情報漏えい防止
草加市役所様にて、全PCのログインに

採用。
職員約1,300名が
利用し、市民情報
を守る

 ビジネス状況
・2014年度出荷計画：15万台(前年度比2倍)

- 国内外の金融機関・官公庁向けなど大規模商談を推進
- 認証精度の向上、超薄型／小型センサーによりタブレット搭載を実現

 市況
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(トピックス)RFIDビジネスの状況
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・2014年度出荷計画：5,000万枚超(前年度比約2倍)
- 国内では医療向けおよびアパレル向けタグの導入が進行
- 海外では繰り返し洗濯可能なリネンタグが大きく伸長

・RFIDソリューション基盤の商品化を行い、下期より販売開始

・RFIDタグの低価格化とともに、市場が本格化
・業務の効率化やトレーサビリティの強化を目的に導入が加速

 市況

 ビジネス状況

【導入事例1】採血管用ラベルタグ
従来のバーコードに比べ読み取り高速化

100本を4秒で読み取り
（バーコードでは5分）

全国の20病院で稼働中

【導入事例2】医療用リネン品管理
洗濯/滅菌実施確認の自動化を実現

一括読み取り
コンベア
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 トータリゼータ次期機種の開発
 現金管理ソリューションサービスの市場投入
 RFIDソリューション基盤の商品化
 東京オリンピック関連事業へのアプローチ

主要な戦略投資について

フィリピン主力工場の
製造体制強化

海外メカコンポーネント
増産対応

グローバルATM
（スペイン⇒欧州市場）

 海外投資

 国内投資

中国市場へのPOS
新製品投入

TCR 開発

欧米向け
セルフチェックアウト

新製品投入

海外M&A

ATMの海外戦略は
今後、装置とユニットの
両軸で展開
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事業の戦略的推進と事業効率化の徹底継続をベースに

B to B to Front (お客様の最前線)で新たなビジネスを

創出していくことで、

＜2014年度計画＞

連結売上高 １,１００億円

連結営業利益 ４９億円

を目指してまいります。
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＜見通しに関する注意事項＞

●本資料には、富士通フロンテックが現時点で把握可能な情報から判断した想定などに
もとづく将来についての計画や戦略、業績に関する予想および見通しの記述が含まれ
ています。

●また、多様なリスクや不確実性(経済動向、関連業界における激しい競争、市場需要、
為替レート、税制や諸制度などがあります)を含んでおります。そのため、実際の業績
は当社の見込みとは異なる可能性がありますので、ご承知置きください。

＜商標について＞

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。
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